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ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
道　

路　

課
）　
　

一

告　
　
　

示

〇
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　
　

一

〇
平
成
二
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
改
正 

（
農
業
振
興
課
）　
　

二 

〇
家
畜
伝
染
病
の
発
生 

（
畜　

産　

課
）　
　

五

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　
　

五

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定
（
二
件
） 

（
森
林
整
備
課
）　
　

五

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（
道　

路　

課
）　
　

六

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 
（
都
市
計
画
課
）　
　

六

〇
宮
城
県
農
業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事

　

務
の
委
託
（
二
件
） 

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）　
　

六

〇
宮
城
県
加
美
農
業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務

　

の
委
託
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

六

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

七

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
契　

約　

課
）　
　

七

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）　
　

七

選
挙
管
理
委
員
会

〇
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
の
一
部
改
正 

七

監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

七

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
平
成
二
六
年
号
外
第
八
号
中 

一
五

〇
宮
城
県
公
報
平
成
二
六
年
号
外
第
一
八
号
中 

一
五

規　
　
　

則

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
号

　

県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
号
の
表
中

「

出
口

（
一
一
三

－

Ｂ
）

サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
の
予
告

（
一
一
六

－

Ａ
）

サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
の
予
告

（
一
一
六

－

Ｂ
）

」
を

「

出
口

（
一
一
三

－

Ｂ
）

サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
、
道
の
駅
の
予
告

（
一
一
六
の
二

－

Ａ
）

サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
、
道
の
駅

の
予
告（一
一
六
の
二

－

Ｂ
）

」
に
、

「（
一
一
六
の
二

－

Ａ
）」
を
「（
一
一
六
の
三

－

Ａ
）」
に
、「（
一
一
六
の
二

－

Ｂ
）」
を
「（
一
一
六
の
三

－

Ｂ
）」
に
、

「（
一
一
六
の
二
）」
を
「（
一
一
六
の
四
）」
に
、「（
一
一
六
の
三
）」
を
「（
一
一
六
の
五
）」
に
、「（
一
一
六
の
四
）」

を
「（
一
一
六
の
六
）」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
二
十
四
号

　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
通

所
支
援
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
児
通
所

支
援
の
種
類　
　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
五
一
二
〇
〇
四
六
三

放
課
後
ケ
ア
北
斗
の
星

☆登
米
市
迫
町
森
字
西
表

二
百
二
十
四

－

一

放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

特
定
非
営
利
活

動
法
人
輝
ら
ら

会

平
成
二
十
六
年

六
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
二
十
五
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
二
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年

六
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
）
及
び
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
二
十
六
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。　　
　
　

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

家
畜
伝
染
病
の
種
類

　
　

ヨ
ー
ネ
病

二　

畜
種

　
　

牛
（
黒
毛
和
種
）

三　

患
畜
及
び
疑
似
患
畜
の
区
分
並
び
に
そ
の
頭
数

　
　

患
畜　

一
頭

四　

発
生
の
場
所
又
は
区
域

　
　

石
巻
市

五　

発
生
年
月
日

　
　

平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

法
令
殺

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
二
十
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
中
谷
地
・
沼
尻

地
区
土
地
改
良
事
業
（
水
利
施
設
整
備
事
業
（
基
幹
水
利
施
設
保
全
型
））
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
十
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

角
田
市
役
所
及
び
丸
森
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
二
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
字
北
官
林
二
九
の
五
（
国
有
林
）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

潮
害
の
防
備

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

海
岸
保
全
施
設
用
地
と
す
る
た
め

二
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
字
北
官
林
二
九
の
五
（
国
有
林
）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

海
岸
保
全
施
設
用
地
と
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
二
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
字
南
官
林
五
四
の
七
（
国
有
林
）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

飛
砂
の
防
備

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

海
岸
保
全
施
設
用
地
と
す
る
た
め
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二
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
字
南
官
林
五
四
の
七
（
国
有
林
）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

海
岸
保
全
施
設
用
地
と
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
三
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

岩
沼
海
浜
緑

地
線

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
八
九
番
一
地
先
か
ら

同
市
押
分
字
新
大
同
五
二
五
番
地
先
ま
で

平
成
二
十
六
年

六
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
三
十
一
号

　

南
三
陸
町
か
ら
志
津
川
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　
　

種
類　

志
津
川
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
三
十
二
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
農
業
高

等
学
校
の
農
産
物
の
仙
台
市
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二

十
六
年
四
月
三
十
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
三
番
六
号　
　

仙
台
中
央
食
肉
卸
売
市
場
株
式
会
社

　
　

名
取
市
増
田
一
丁
目
十
二
番
三
十
六
号　
　
　

名
取
岩
沼
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
三
十
三
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
農
業
高

等
学
校
の
農
産
物
の
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十
六
年
四

月
三
十
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
十
六
号　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

　
　

名
取
市
増
田
一
丁
目
十
二
番
三
十
六
号　
　
　

名
取
岩
沼
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
三
十
四
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
加
美
農

業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
仙
台
市
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平

成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
三
番
六
号　
　
　
　

仙
台
中
央
食
肉
卸
売
市
場
株
式
会
社

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字

木
町
十
四
番
地
の
一　
　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合　

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
三
十
五
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
加
美
農
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業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
株
式
会
社
宮
城
県
食
肉
流
通
公
社
及
び
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品

売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
十
六
号　
　
　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字

木
町
十
四
番
地
の
一　
　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合　

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

東
松
島
市
矢
本
字
町
浦
一
番
一
、
二
番
、
三
番
、
四
番
、

二
十
七
番
一　

　

東
松
島
市
矢
本
字
寿
町
二
十
九
番
地

  

有
限
会
社
熱
海
不
動
産　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
一
台

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
契
約
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
六
年
六
月
三
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｊ　

兵
庫
県
加
古
川
市
平
岡
町
土
山
五
百

九
番
一
号

五　

落
札
金
額　

四
千
五
百
九
十
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
松
島
高

等
学
校　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
高
校
教
育
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
六
年
五
月
二
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
六
番
一
号

五　

落
札
金
額　

二
千
六
百
九
十
八
万
五
千
三
百
十
二
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
む
。）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
七
十
二
号

　

平
成
七
年
宮
選
管
告
示
第
八
号
（
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　

東
部
屋
内
運
動
場
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

世
代
交
流
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル 

同　

郡
同　
　

町
大
谷
字
末
広
五
〇
番
地
一　
　

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
5
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。
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過
年
度
分
 

355,131,489円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

483,022,866円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

158,440,736円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

470,613,683円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

629,054,419円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
収
入
未
済
額
の
更
な
る
縮
減
を
図
る
た
め
，
新
た
な
徴
収
体
制
と
し
て
平
成
24年
度
か
ら
導
入
し
た
機
能
分

担
制
を
推
進
し
，
初
動
・
調
査
チ
ー
ム
と
処
分
チ
ー
ム
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
，「
収
入
未
済
額
前
年
度
比

10％
減
」
を
目
標
に
掲
げ
，
よ
り
効
率
的
な
滞
納
整
理
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
初
動
・
調
査
チ
ー
ム
に
お
い
て
は
，
早
期
納
入
を
促
す
た
め
効
果
的
な
催
告
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
迅
速

か
つ
効
率
的
な
滞
納
処
分
に
つ
な
が
る
よ
う
毎
月
約
150件

程
度
の
預
金
調
査
を
は
じ
め
徹
底
し
た
財
産
調
査

を
行
う
な
ど
担
税
力
の
把
握
と
滞
納
要
因
の
分
析
に
取
り
組
み
，
必
要
に
応
じ
処
分
チ
ー
ム
へ
適
切
な
引
継
を

行
っ
た
。

　
　
　
 　
ま
た
，
処
分
チ
ー
ム
に
お
い
て
は
，
預
貯
金
や
給
与
，
自
動
車
な
ど
年
間
1,000件

を
超
え
る
差
押
え
を
行

う
な
ど
早
期
の
滞
納
処
分
に
取
り
組
む
と
と
も
に
，
長
期
高
額
滞
納
案
件
の
整
理
に
当
た
っ
て
は
，
よ
り
換
価

可
能
な
財
産
へ
の
差
押
え
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
折
衝
を
重
ね
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
更
に
，
個
人
県
民
税
の
滞
納
額
縮
減
に
向
け
て
，
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
等
を
通
じ
市
町
と
の
連
携
を
深
め

る
と
と
も
に
直
接
徴
収
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　
⑶
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,061,532,515円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

2,062,936,253円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

3,124,468,768円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

790,824,425円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

2,863,253,539円

　
　
平
成
26年
６
月
13日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
安
　
　
部
　
　
　
　
　
孝
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
ゆ
　
　
さ
　
　
み
ゆ
き
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
26年
３
月
27日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
平
成
26年
５
月
20日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
公
文
書
館

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
旅
費
に
お
い
て
，
２
年
連
続
し
て
３
か
月
以
上
の
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う

に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
55件

　
　
　
　
・
金
額
　
44,083円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
イ
 　
職
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
表
を
作
成
し
，
そ
の
中
に
出
張
を
伴
う
業
務
が
あ
る
場
合
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
を

設
け
，
財
務
庶
務
シ
ス
テ
ム
上
の
旅
行
命
令
，
支
出
命
令
及
び
精
算
の
手
続
が
行
わ
れ
た
か
を
確
認
す
る
。

　
　
　
ロ
 　
財
務
庶
務
シ
ス
テ
ム
で
旅
費
支
給
情
報
照
会
を
定
期
的
に
行
い
，
支
出
手
続
が
遅
延
し
て
い
る
も
の
が
な

い
か
を
確
認
す
る
な
ど
に
よ
り
適
正
な
事
務
処
理
を
行
う
。

　
　
　
ハ
　
多
忙
な
時
期
の
相
互
支
援
体
制
や
複
数
の
目
に
よ
る
確
認
を
強
化
し
，
再
発
防
止
に
努
め
る
。

　
⑵
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

127,891,377円
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行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
及
び
返
還
金
（
自
動
車
重
量
税
の
還
付
金
）
に
お
い
て
，
６
か
月
以

上
の
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料

　
　
　
　
　
 　
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
建
物
及
び
電
柱
敷
地
等
の
使
用
料
に
つ
い
て
，翌
年
１
月
に
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
４
件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
38,470円

　
　
　
　
〇
返
還
金
（
自
動
車
重
量
税
の
還
付
金
）

　
　
　
　
　
 　
６
月
に
国
庫
金
送
付
通
知
書
が
あ
っ
た
自
動
車
重
量
税
の
還
付
金
に
つ
い
て
，
翌
年
３
月
に
調
定
し
た

も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
25件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
112,459円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
班
の
年
間
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
登
録
を
行
い
担
当
班
長
が
進
行
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
，
毎
月
，
総

括
担
当
を
含
め
て
相
互
に
事
務
処
理
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
と
し
，適
正
に
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
⑹
　
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
の
一
般
競
争
入
札
総
合
評
価
落
札
方
式
（
特
別
簡
易
型
）
に
よ
る
競
争
入
札
に
つ
い
て
，

被
災
者
等
雇
用
実
績
に
係
る
申
請
書
類
の
確
認
を
誤
っ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
気
仙
沼
漁
港
外
臨
港
道
路
嵩
上
工
事

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
本
件
発
覚
後
，
水
産
漁
港
部
内
会
議
を
開
催
し
，
適
切
な
入
札
事
務
手
続
の
徹
底
を
指
示
す
る
と
と
も
に
，

こ
れ
ま
で
執
行
し
た
公
共
工
事
の
入
札
に
関
し
て
の
再
調
査
を
実
施
し
，他
に
不
備
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
　
 　
再
発
防
止
の
対
応
と
し
て
，
落
札
候
補
者
の
決
定
及
び
総
合
評
価
技
術
資
料
の
裏
付
け
資
料
の
認
定
に
つ
い

て
は
，
工
事
担
当
部
内
に
お
い
て
，
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
複
数
人
で
の
確
認
と
併
せ
て
決
裁
を
得
る
こ
と

と
し
，
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
等
を
行
っ
た
。

　
⑺
　
大
河
原
土
木
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

3,654,077,964円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
イ
　
個
人
県
民
税

　
　
　
　
 　
当
所
収
入
未
済
額
の
89％
を
占
め
る
個
人
県
民
税
は
，
仙
台
市
で
市
民
税
と
併
せ
て
徴
収
し
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
仙
台
市
で
は
，
平
成
24年

10月
に
徴
収
部
門
を
本
庁
に
集
約
し
，
不
動
産
761件

，
給
与
1,541件

等
合
計

3,035件
の
差
押
え
を
実
施
す
る
な
ど
徴
収
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
　
　
　
 　
そ
の
結
果
，
滞
納
繰
越
分
の
収
入
率
は
，
平
成
23年

度
17.04%

，
平
成
24年

度
25.05%

，
平
成
25年

度

32.80％
と
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
当
所
で
は
，
自
動
車
所
有
情
報
や
自
動
車
還
付
金
情
報
の
提
供
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
ロ
　
そ
の
他
の
税

　
　
　
　
 　
自
動
車
税
等
一
般
税
は
，
今
年
度
，
滞
納
者
の
勤
務
先
，
預
金
等
調
査
を
早
期
に
実
施
し
，
給
与
，
預
貯

金
，
自
動
車
を
中
心
に
424件

の
差
押
え
を
実
施
し
た
。
ま
た
，
捜
索
に
よ
る
動
産
差
押
え
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
に
よ
る
自
動
車
引
き
上
げ
を
実
施
し
た
。
特
に
捜
索
は
，
15回
実
施
し
，
う
ち
13回
で
動
産
差
押
え
を
行

い
，
69点
を
売
却
し
，
代
金
を
税
に
充
当
し
た
。

　
⑷
　
仙
台
地
方
振
興
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
の
一
般
競
争
入
札
総
合
評
価
落
札
方
式
（
特
別
簡
易
型
）
に
よ
る
競
争
入
札
に
つ
い
て
，

被
災
者
等
雇
用
実
績
に
係
る
申
請
書
類
の
確
認
を
誤
っ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
名
取
市
（
７
・
10・
11）・

岩
沼
市
（
11）
農
地
復
旧
除
塩
工
事

　
　
　
　
・
手
樽
復
旧
治
山
工
事

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
本
件
発
覚
直
後
に
，
所
の
部
長
会
を
開
催
し
，
適
切
な
入
札
・
契
約
事
務
の
処
理
手
続
の
徹
底
を
指
示
す
る

と
と
も
に
，
こ
れ
ま
で
に
執
行
し
た
契
約
工
事
に
つ
い
て
再
調
査
を
実
施
し
た
。

　
　
　
 　
併
せ
て
，
再
発
防
止
に
向
け
，
落
札
者
決
定
作
業
に
係
る
裏
付
け
資
料
確
認
等
に
対
す
る
各
班
単
位
，
各
部

単
位
に
お
け
る
二
重
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
厳
格
化
と
各
職
責
に
お
け
る
確
認
行
為
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示
し
，

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
⑸
　
東
部
地
方
振
興
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
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ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
調
定
漏
れ
及
び
調
定
遅
延
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
，
使
用
許
可
担
当
班
と
調
定
事
務
担
当
班
と
の
間
で
使

用
許
可
等
に
関
す
る
情
報
交
換
を
定
期
的
に
行
う
と
と
も
に
，
行
政
財
産
使
用
許
可
一
覧
等
関
係
資
料
を
活
用

し
，
情
報
の
共
有
化
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
⑽
　
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
委
託
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
処
理
業
務
委
託
契
約
に
つ
い
て
，
予
定
価
格
が
100万

円
を
超
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
，
少
額
に
よ
る
随
意
契
約
を
締
結
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
予
定
価
格
 
1,145,025円

　
　
　
　

　
　
　
　
・
契
約
額
 

420,000円
　
　
　
　

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
今
後
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
生
じ
な
い
よ
う
会
計
研
修
会
等
に
参
加
し
，
入
札
契
約
制
度
の
正
確
な
理
解
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
　
 　
ま
た
，
財
務
規
則
に
基
づ
き
，
適
切
な
事
務
処
理
を
行
う
よ
う
毎
日
の
打
合
せ
等
で
周
知
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
担
当
者
だ
け
で
な
く
複
数
の
職
員
に
よ
る
審
査
体
制
を
整
備
し
，
全
体
で
共
通
理
解
の
も
と
相
互
チ
ェ
ッ

ク
を
十
分
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
⑾
　
古
川
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
教
育
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
及
び
光
熱
水
費
に
お
い
て
，
６
か
月
以
上
の
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ

た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
30件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
339,588円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
各
担
当
の
事
務
執
行
状
況
の
把
握
が
適
切
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
，
毎
朝
短
時
間
の
打
合

せ
を
行
い
，
当
日
の
事
務
内
容
及
び
事
務
執
行
期
限
等
の
共
有
を
図
る
こ
と
で
再
発
を
防
止
し
て
い
る
。

　
⑿
　
泉
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
の
一
般
競
争
入
札
総
合
評
価
落
札
方
式
（
特
別
簡
易
型
）
に
よ
る
競
争
入
札
に
つ
い
て
，

被
災
者
等
雇
用
実
績
に
係
る
申
請
書
類
の
確
認
を
誤
っ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
金
谷
外
道
路
災
害
復
旧
工
事

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
今
回
の
件
を
踏
ま
え
，
総
合
評
価
に
係
る
審
査
に
つ
い
て
は
担
当
班
長
任
せ
と
す
る
こ
と
な
く
，
別
途
確
認

部
会
を
開
催
し
て
審
査
結
果
の
妥
当
性
に
つ
い
て
“
第
三
者
の
目
”
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
，
再
発
防

止
に
努
め
て
い
る
。

　
⑻
　
東
部
土
木
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
の
一
般
競
争
入
札
総
合
評
価
落
札
方
式
（
特
別
簡
易
型
）
に
よ
る
競
争
入
札
に
つ
い
て
，

被
災
者
等
雇
用
実
績
に
係
る
申
請
書
類
の
確
認
を
誤
っ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
鷲
神
浜
（
11）
外
道
路
災
害
復
旧
工
事

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
総
合
評
価
に
つ
い
て
は
，
審
査
者
を
増
員
す
る
と
と
も
に
評
価
が
難
し
い
場
合
は
更
に
上
位
の
職
員
を
含
め

て
審
査
す
る
こ
と
と
し
，
審
査
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
　
　
 　
更
に
，
評
価
に
不
明
な
点
が
生
じ
た
場
合
は
，
所
管
課
に
確
認
し
た
上
で
審
査
を
実
施
し
，
そ
の
事
例
の
共

有
化
を
図
り
適
正
な
審
査
に
努
め
た
。

　
⑼
　
中
南
部
下
水
道
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
に
お
い
て
，
６
か
月
以
上
の
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後

再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
電
柱
敷
地
使
用
料
に
つ
い
て
，
翌
年
４
月
に
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
3,000円
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イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例

の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
⒂
　
仙
台
南
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
546件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
21,660円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
⒃
　
仙
台
北
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
 　
教
育
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
及
び
光
熱
水
費
に
お
い
て
，
６
か
月
以
上
の
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ

た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
116件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
747,629円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
光
熱
水
費
の
調
定
は
校
舎
等
の
光
熱
水
費
支
払
処
理
と
同
時
期
に
，
使
用
料
の
調
定
は
教
育
財
産
使
用
許
可

と
同
時
期
に
行
う
こ
と
と
し
た
。
併
せ
て
，
使
用
許
可
担
当
と
使
用
料
調
定
担
当
の
分
担
を
明
確
に
し
，
相
互

確
認
の
声
掛
け
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
 　
ま
た
，
調
定
状
況
一
覧
表
を
作
成
し
，
見
え
る
化
す
る
こ
と
に
よ
り
，
調
定
遅
延
・
調
定
漏
れ
を
防
ぐ
よ
う

複
数
の
目
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
調
定
か
ら
収
入
へ
の
流
れ
を
明
確
に
す
る
た
め
，
収
納
後
は
管
理
職

決
裁
を
受
け
最
終
確
認
と
し
て
い
く
。

　
⒀
　
仙
台
向
山
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
賃
金
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
臨
時
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て
，
翌
月
10日
の
支
給
定
日
を
過
ぎ
て
支
払
を
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
110,781円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
余
裕
を
持
っ
た
支
出
命
令
確
認
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
出
力
さ
れ
た
支
出
命
令
確
認
票
を
担
当
者
に
も
再

確
認
さ
せ
，
支
払
日
に
誤
り
が
な
い
か
複
数
で
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
⒁
　
仙
台
中
央
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
211件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
10,240円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
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料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
311件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
13,840円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
⒆
　
塩
釜
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
371件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
12,740円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
282件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
11,780円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席
　

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
⒄
　
仙
台
東
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
387件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
13,020円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
⒅
　
泉
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数
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平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
22
　
古
川
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
203件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
8,360円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
23
　
遠
田
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
99件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
4,640円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席
　

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

　
⒇
　
登
米
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
３
件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
80円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
21
　
河
北
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
９
件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
700円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施
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ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席
　

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
26
　
角
田
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
71件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
3,280円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席
　

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
27
　
亘
理
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
24
　
築
館
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
50件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
1,440円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席
　

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
25
　
大
河
原
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
295件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
9,900円
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正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
平
成
二
六
年
号
外
第
八
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
七
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

三三三一
三

段上上下上

行八九一
七

一
四

正

財
産
条
例
第
八
条
第
四
項

と
い
う
。）
第
八
条
第
四
項
」

財
産
で
あ
る
土
地
に
地
上
権
又
は
地
役

権
を
設
定
す
る

同
項
第
三
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

財
産
条
例

と
い
う
。）」

財
産
の
う
ち
土
地
に
地
上
権
又
は
地
役

権
を
設
定
し
使
用
さ
せ
る

同
条
第
一
項
第
三
号

〇
宮
城
県
公
報
平
成
二
六
年
号
外
第
一
八
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

二

段下

行七

正

、「，
住
所
及
び
氏
名

」
を
「，

住
所

又
は
主
た
る
事
務
所
及
び
氏
名
又
は
名

称

」
に
、「住

所
，
氏
名

」
を
「資

格
，

住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
及
び
氏
名

」

に

　
　
　
　
　
　
　

誤

、「，
住
所
及
び
氏
名

」
及
び
「，

氏

名
又
は
名
称

」
を
「，

住
所
又
は
主
た

る
事
務
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

」
に

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
149件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
4,400円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席
　

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
職
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。
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